
身近に犯罪の被害に遭われた方がいたら、 まずは自分から勇気を
出して寄り添い、皆で支え合える社会を作っていきましょう。

令和５年11月２５日（土）
１３時３０分～１６時

秋田拠点センターALVE（アルヴェ）
多目的ホール・きらめき広場
● 講演「犯罪の被害者遺族になって～自治体・住民のできること～」

　 2004 年 11月、夫の勤務先の元上司とその上司が雇った若者 5 人による拉致・殺人・遺棄
事件で夫を亡くし、被害者遺族となる。 
　中野区において、2008 年に犯罪被害者等支援の窓口設置、2011年に犯罪被害者等緊急
生活サポート事業を実現、2020 年に犯罪被害者等支援条例制定。 
　2013年に自ら代表を務める「途切れない支援を被害者と考える会」を発足し、「被害者ノート」の
作成や行政における被害者支援について積極的に活動している。

● 命の大切さ学習教室に参加した児童・生徒による手紙の朗読
♬ 音楽演奏　秋田県警察音楽隊によるミニコンサート

秋田県教育委員会・秋田県市長会・秋田県町村会
（公社）秋田県防犯協会連合会・秋田県倫理法人会
秋田県少年保護育成委員連絡協議会・秋田弁護士会
（公財）暴力団壊滅秋田県民会議・（一社）秋田県交通安全協会

共　催

後　援

犯罪被害者週間　１１月２５日～１２月１日
　平成１７年１２月、内閣府が策定した「犯罪被害者等基本計画」において「犯罪被害者週間」が定められました。期間中の集中的な
啓発を通じて、犯罪被害者等が置かれている状況や犯罪被害者等の名誉又は生活の平穏への配慮の重要性等について、国民の理解を
求めることを目的としています。

秋田県・秋田県人権啓発活動ネットワーク協議会

秋田県警察・（公社）秋田被害者支援センター
秋田県被害者支援連絡協議会

主　催

犯罪被害者週間

〈プロフィール〉

犯罪被害者遺族 近藤　さえ子氏
「途切れない支援を被害者と考える会」代表
「新あすの会」「被害者が創る条例研究会」会員
 前中野区議会議員

入場無料

会　場

内　容



【多目的ホール】

○生命のメッセージ展、犯罪被害者いのちのパネル展、被害者団体・自助グループ等の取組を紹介するパネル展、
　「犯罪被害者等の手記」やパンフレットの配布

生命のメッセージ展とは

●ＦＡＸによるお申込み
　下記申込書に必要事項をご記入の上、
　ＦＡＸにてお送りください。
●電話によるお申込み
　秋田県生活環境部県民生活課
　安全安心まちづくり・交通安全チーム
　ＴＥＬ:０１８‒８６０‒１５２２

参加者（代表者）の
お　名　前

市外局番（　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　ー参加者（代表者）の
電 話 番 号

記載された個人情報は、本事業のみに使用させていただきます。

団体の場合の
人　数 合計　　　　　　人

　犯罪・事故・いじめ・医療過誤・一気飲ませなどによって、
理不尽に生命をうばわれた犠牲者が主役のアート展です。
犠牲者ひとりひとりの等身大の人形パネルはメッセンジャーと
呼ばれ、その胸元には本人の写真や家族の言葉を貼り、足元に
は「生きた証」である靴を置いて、命の大切さを訴えています。
　赤いハートは生命のメッセージ展のシンボルです。愛する人
を喪った理由の如何によらず、遺された者の思いはみんな一緒
です。「未来につながるはずだった命」を想い、命を未来につな
げる活動です。　つながれ　つながれ　いのち

FAX 018-860-3891 秋田県生活環境部県民生活課安全安心まちづくり・交通安全チーム 行

ホンデリング～本で広がる支援の輪～

プログラム

展示ブース

“ホンデリング～本で広がる支援の輪～”に御協力
をお願いいたします。
　ご家庭に、読み終えて眠っている本はありませんか？
１階展示ブースにおいて、12時30分から16時まで
本（ISBNがついた2010年以降出版のもの）や
DVD、アルバムCDを集めます。
　集めた本等は、犯罪被害に遭われた方の支援を
している団体に寄付します。

ご来場の際は、ぜひお持ちください。

定員は200名です。（先着順）

【申込み締切】 令和５年１１月１７日（金）

犯罪被害者週間

●命の大切さ学習教室に参加した児童・生徒による手紙の朗読

●秋田県警察音楽隊によるミニコンサート

●講　演 『演題：犯罪の被害者遺族になって～自治体・住民のできること～』　
　犯罪被害者遺族　近藤 さえ子 氏（「途切れない支援を被害者と考える会」代表）

１３：５０～１４：２０
１４：３０～１５：３０

【きらめき広場】

●生命のメッセージ展等のパネル展示

１５：４０～１６：００

【展示ブース（きらめき広場）】
１１：００～１６：００

参加申込み方法

いのち


